
クラスだより
こひつじ２組
２月号

今月の讃美歌・歌

♪主の祈りを
♪ともだちさんか

クラスの取り組み

残り少なくなった園生活、
皆で挨拶や感謝の気持ち
などの大切さを確認し合い、
言葉に出して伝えられるよ
う取り組んでいます。

バスボム作り！
先日、炭酸作りからバスボムを作りたい！という声が上がり、まず最初にバスボムの中に入
れるおもちゃとして、プラバンを作りました。プラバンを初めて作る子もおり、トースターで焼いて
変化していく姿に釘付け！ 「おおー！」「めっちゃちっちゃくなってるー！」と大喜びでした。
その後はついにバスボム作り！ 作り方をお家から調べてきた子、こひつじ３組さんのお友
達に聞きに行った子、プリンカップを持ってきてくれる子など、みんなやる気に満ちていて、バス
ボム作りが実現しました！
重曹１００ｇが入った袋に、クエン酸５０ｇと食紅を加えて混ぜた後、霧吹きを１３
プッシュほどして固め、プリンカップに詰めていきました。
霧吹きをする前は「全然色ついてないで」と言っていましたが、霧吹きを加えるとすぐに色が
広がって「わ！色ついた！」と大喜び♪ 選んだカップに詰めて乾かしました。一人一人異な
る色のバスボムが完成し、リボン結びをする子もいました。
持ち帰った翌日以降、「バスボムやったよ！」「めっちゃシュワシュワしてた！」「お母さんとお
父さんが、いつもより温かかったって言ってた！」「肌がスベスベになった！」など、様々な感想
を聞き、子どもたちにとって思い出に残る時間となったことを嬉しく思いました

みんなで席を考えよう！
「ねえ、そろそろ集いと給食の席替えしようよ」という声が少しずつ挙がり始めました。いつも
は私が考えて決めているのですが、もうこひつじさんも残り一か月ということもあり、話し合い
を通して子どもたちに考えてもらうことにしました。子どもたちで決めるにあたり、ルールとして
「みんなが納得すること」「先生のお話は静かに聞くこと」を伝え、その後はほぼ子どもたちに
お任せしました。するとみんな、リレーの話し合いを思い出すかのように、名前のマグネットを
動かしては友達に確認をし、何度も一生懸命考え直して、いました。子どもたちの主体的
な行動を見守りながら、本当に成長したと実感しました。ついに全員が納得して、大好き
なお友達と隣の席になり、みんなとても良い笑顔♪ 「でも、もし静かにする、のお約束を
守るのが難しいお友達がいたらどうする？」と私が尋ねると「席を離す！」「元の席に戻る」
など、自分たちで考えて約束事を決めました。以来、今まで以上にお話を聞くという意識
が高まっているように感じています
給食の席に関しては、「友達はこのままが良いけど、黄色チームが良かった！」と色を強く
希望する子が多数いたため、「じゃあ、自分たちでグループのお名前を考えるのはどう？」と
伝えると、子どもたちは嬉々としてグループごとに話し合いを行っていました。
その結果、「はたらくさいぼうチーム」「けんみゃくんチーム」「こひつじ2くみチーム」「レイン
ボーチーム」が誕生 呼ばれるたびにふふっと嬉しそうに笑う子どもたちの姿があり、友達
と話し合うことで、やりたいことは現実化できるという経験になりました

お母さんのお腹の中の世界
先日、性のお話を聞きました。そのお話を踏まえて、子どもたちと振り返ったところ、「生まれ
てきて良かったって思った」「早く大きくなって赤ちゃんを産みたい！」など嬉しい発言がありまし
た。同時に「赤ちゃんって生まれてきたとき、なんで赤いの？」「ママは赤ちゃんがお腹にいる時、
ちょっとしんどそうやった」と呟きや疑問の声も上がったため、「確かに。お腹の中の世界ってどう
なっているのかな？」と投げかけました。
すると、「夢を見てるみたいな感じじゃない？」「神様と遊んでるのかも」「狭いけどひっくり返っ
たりして楽しそう」「食べ物がいっぱいかも」「温かいと思う！」など、子どもたちの中でたくさんイ
メージが湧いてきたようでした。そこで、今回は絵の具を使って表現してみることに！ 普段
使っている筆に加え、今回は割り箸も使ってみることに！ 細筆では表現しにくい細い髪の毛
を、割り箸の角をで描いている子もいました♪
中にはお腹の中での出来事を覚えている子もおり、この年齢だからこその表現が、一つの作
品になったのではないかと思います。

先日は体育参観並びにお部屋参観の方にお越しくださり、ありがとうございました！ これまでの様々
な活動を、実際に子どもたちが紹介し、じっくり見て回っていただくことができたこと、嬉しく思います。
卒園まで、残り数週間となりましたが、先日、歌を歌っていない友達がいる、と子どもたちから声が上
がりました。もちろん、その一生懸命歌っているお友達は素敵だと伝えた上で、今月の聖句『互いに愛
し合いなさい』と絡めて、子どもたちに話をしました。「もしかしたら、理由があるのかもしれない。歌詞が
分からなかったり、恥ずかしいのかも。みんな得意なものもあれば苦手なこともあると思う。だから、自分
が出来るからとか、正しいからといって友達に「違うよ！」って言う前に、優しく理由を聞いてみたり、寄り
添うことが、互いに愛し合うってことなんじゃないかな？」と伝えると、翌日から、早速実行している子が
いました 一日で全てが変わるわけではありませんが、卒園までの時間、子どもたちがこの先、生き
ていく上で大切なことを、少しでも伝えていけるように、私も努めて参ります。
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